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母が３月、91

歳で亡くな

った。実家を

継ぐ弟夫婦

が家族葬にしたいと言ってきた。必要以上

におおげさな葬儀よりも身近な親族で弔い

たいという願いのほかに、隣近所のお世話

になる葬儀後の法要の大変さなどを考慮し

てのことだった▼わが家では初の家族葬で

ある。地縁・血縁が残る「田

舎」では家族葬に対する抵

抗感はまだまだ根強い。葬

儀日程はもちろん家族葬

にする理由を隣組の関係

者に説明してからの葬祭

場での葬儀となった。親族

の間でも家族葬は初めて

とあって微妙な空気が感

じられた▼愛用品や祭壇

に飾られた生け花を柩に入れ最期の別れを

した際は、参列者の接待に追われることも

なくゆっくりとした時間を持てたことは幸

せだった。その一方で、葬儀を聞いたので

と香典をもってこられた人もあり、その対

応に苦慮したのも事実である▼四十九日の

法要もなんとか身内で終えることができた

が、弟にとっては悩んだ末での家族葬だっ

たに違いない。「社会」との別れであった葬

儀を「家族」の別れにしてしまったとはい

え、「隣近所との付き合い方がこれから難し

くなるかも…」と漏らした。▼家族葬だけ

でなく通夜や告別式などを行わない火葬だ

けの「直葬」が増えているという。人と人

のつながりがますます希薄

になっていくといわれるが、

形はどうであれ「納得のいく

葬儀」にしたいとの思いはだ

れしも変わらないはずだ。だ

が、これが難しいと痛感させ

られた▼３年前、墓を購入し

た。ところが、連れ合いが散

骨でいいと言い始めた。「墓

には入らない」ということの

意思表示なのか。さらに子どもが墓守をし

てくれるか、どうかも分からない。心配の

種は尽きないが、その前にまずは自分の葬

儀をどうするかを決めておかねばならない。

さて、どうしたものか？ 

 

 

 


